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宮内イヨの自然交雑によって得 られた

実生樹の形質 とその果実の特徴

近 泉  惣 次郎
*・

秋 好  広  明 ・水 谷  房  雄

Fruit and Tree Characters of Seedlings Originated frorn Open

Pollination of`Miyauchi'Iyo(Cル″″sわ ο hOrt.ex Tanaka)

Sojiro CHIKAIZUMI*,Hiroaki AKlYOSHI and FusaO MIIzuTANI

イヨカン(伊予柑)4)は1887年(明治19年)に出田県阿武郡の中村正路氏の柑橘囲で発見された偶発実

生であ り、その親は明らかでない。また、遺伝的にヘテロ4)な
(雑種性の高い)植物であり、枝変 り(芽

条変共)の発生の多い掃f種である。それゆえ、現在までに
`宮

内
'イ ヨ、 `大 谷

'イ ヨ、 `勝 山
'イ ヨ

など3品種 9系統の枝変わ りが発見されている。これらの中でも、 `宮 内
'イ ヨの果実は偏平で、央

肉歩合が高く、濃紅そして種子が少ないなどの点で優れているため高い市場性を得ている。この '言

内
'イ ヨは1955年(昭和30年)に松山市の宮内正義氏の園で発見された早生系品fHTlである。発見後、
`宮

内
'イ ヨは栽培面積、生産量とも年々増加し

`普
通

'イ ヨを抜き、イヨカンといえば
`宮

内
テ

イ

ヨを指すまでになっている。 ・g内
'イ コの生産量は年間約20万 トンで、カンキツ類の内ではウン

シュウに次ぐ生産量を占めている。しかし、どんなに優れた品種でも、消費量には限界があり、それ

を越えれば生産過宋」となり価格は低下する。 `宮 内
'イ ヨも過乗」生産に近い状態であり、これに代わ

る品在が求められている。

また、カンキツ類の育種において、播種 してから結実までに約 6か ら8年 を要 し、さらに経済的品

種として選抜されるまでには20年以上の年月を要 している。これには実大な労力と費用が必要で、よ

り短期間で優良栽培品種を選抜する方法の開発が求められている。

そこで本実験は、1980年に播種 した
`官

内
'イ ヨの自然交雑実生を用い、実イli樹の形態的な諮形質

のJll査を通 じて交雑親の推定を行 うとともに、優良栽特品種の早期発見に必要なデータを得ることを

日的として行った。

材料及び方法

実験材料には、1980年に播梅 し、その後ガラス室で育成した
`宮

内
'イ ヨの自然交雑実生27樹を用

いた。実4L樹と形質を比較するため高接後 5年生の ・普通
'イ ヨ、 `宮 内

'イ ヨ、 `大 谷
'イ ヨ、

ハッサク、 `官 川平生
' ウンシュウそしてダイダイを用いた。

*本針橘学研夕化室 (Laboratory of Citricuiture)
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(1)果 実の可溶性固形物含量と酸含量の測定

呆箕のH」溶性障1形物含主には屈折糖度計、酸含量の波J定には0.lNの NaOHに よる滴定法を用いた。

淑1定は 1月 15日に行った。

(2)葉 面積の損J定

各実生樹から50枚の束を採収し、自動面積計(林電工、AAM-7型 )で淑」定 し、一棄当たりの平均値

をイ宇た。

(3)果 実の形態調査

笑■i樹に縦i実した呆笑の形態的特徴を明確にするため、果実垂、果色、果形そして種子数を調査 し

た。

(4)精 油成分の分析

粘油成分の分析は次の方法によった。まず、採取 した葉と果実を水洗後、水を拭き取った。その実

または央皮のフラベ ド部の一定壁を測定後、細切し、時所で塩化メチレン5 mlに約72時間浸演するこ

とによって粘油成分を抽出した。分析には島津製のガスクロマ トグラフGC-14Aを 用いた。カラム

はφ2.6 mm×3mの ガラス製を用い、充坂剤はシリコンSE-3015%Chromosorb WAW DMCSを

使用 した。また、カラム、と入部、検出器の温度をそれぞれ120、160、200℃に設定 した。キャリアー

ガス(客素)の流述は40m1/minとした。前記の抽出液 l μlをGCに 注入した。

(5)実生樹の個体分布図

以上のような方法で得られた実生樹の諸形質を組み合わせて個体分布図を作成した。

(1)果 実の可溶性図形物含量及び酸合量

第 1図は実aiより得られた央実の可溶性固形物含主と酸含量をそれぞれ測定した結果を表 したもの

である。多 くの実41樹で古」漆性瞳1形物含量は
ゆ
占内

'イ ヨと同じかやや高く、酸含量は
`宮

内
'イ ヨ

よりi高い傾向を示 し、実イli樹の果実は酸が高いという特徴が見受けられた。

2 3 5 6 7 0 9 1 0 1 1 1 2        2 3 5 6 7 8 9 1 0 1 1 1 2

Seedlin9 Nob                            Seedling No.

Fig l  Total soluble solids content(P【 )and titratable acidity(B)Of harvested

fruit from open pollinated seedlings of FMiyauchi' iyo

(2)果 実の形態的特徴

第 1表は、実生より得られた果実の形態調査の結果である。果実重では、150g以下が 5樹、150～
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300どが 3樹、300 g tt tiが4樹 であった。果色では赤色系が 7樹、黄色系が 5樹 あった。央形では偏

球形が 3樹、短球形が 5樹、倒卵形がそれぞれ 4樹 に分類された。また、実生樹の種子数は、無核央

が 2樹、多胚が 2樹、単胚がそれぞれ 5樹認められた。以 Lの形質からウンシュウ、ポンカン、ダイ

ダイ、イヨカン、ハッサク ・ブンタンのタイプに分類 した。

Table l  MOrph010gical variations in fruit and seed characters of open―polinated

seedhngs of `心′1lyauchi' iyo The figures in the table indicate the number

of seedhngs wvith each type of trait

Type Fruit、 veight Skin c010r Fruit shape Secds

satsuma

ponkan
5 2 3

seedless       2

polyembryonic  2

monoembryonic 5

sour orange

lyo
3 5 5

Hassaku,pummelo 4 5 4

(3)葉 面積の特徴

第 2図 は実生27樹及び
`苦

通
'、

 `宮 内
'、

 `大 谷
'の

各イヨ、早生ウンシュウ、ダイダイ、ハッ

サクの一実当た りの面積を表している。美面積の小さな樹では、ポンカン、アンコールのような小さ

な果実が多く。葉面積の大きな樹はハッサク、ブンタンのような大きな果実が得られることが分かっ

た( 第7 図) 。

^

N
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Seedling Noコ

F18 2  Wアariations in leaf area of open―pollinated seedlings of lvliyauchi' iyo

( 4 )精 油成分について

第 3図は、 `普 通
'イ ヨの実及び果皮のガスクロマ トグラフィーによる精油成分の分析結果であ

る。実については、 `宮 内
'、

 `大 谷
'イ ヨの両方とも精油成分は

`普
通

'イ ヨとほとんど変 らな
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か った。果皮についても、 `宮 内
'、

 `大 谷
'、

 `勝 山
'イ ヨは

`普
通

'イ ヨと類似 していた。

第 4図 は、実生樹の葉の精油成分を分析 し、その結果をウンシュウ、イヨカン、ダイダイ、ハ ッサ

クの 4タ イプに分類 したものである。イヨカン及びハ ッサクタイプの実生樹が多 く認められた。

Leaf
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Four types of gas chromatograms of essential olls from

leaves of open―pollinated seedlings of `卜/1iyauchi' iyo

第 5図はウンシュウ、普通イヨ、ダイダイ、ハッサクの果皮の結油成分のガスクロマ トグラムを示

している。 `普 通
夕

、 "斉 内
'、

 `大 谷
'、

 `勝 山
'イ ヨ4種 を含む果実の結油成分を分析 した結

果、イヨ4種 はほとんど同じクロマ トグラムを示し、ハッサク、ウンシュウに類似 していた。
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「ig 5  Gas chromatograms OF csselltia1 01ls from peels of

satsuma, lyo, sour orange and Hassaku fruit

第 6図 は樹齢による実内の精油成分の違いを示 したものである。実生樹陥 7か ら得 られた極子を

1990年に播種 して得られた 1年生笑生と
`普

通
'イ ヨの 3年生実生の葉の精油成分のガスクロマ トグ

ラムを比較すると、 1年 生実生においては主にリモネンのみが検出された。これらの他に
な
活児

'タ

ンゴールの 1年生実生の来の精油成分も分析 したが、同様に リモネンだけが検出された。 3年 生突4i

では多 くの精油成分が検出され、その親である
`普

通
'イ ヨに類似 していた。従って、 1年 生実生で

は突の結油成分によるi軍i種分類は困難であると思われる。

(5)実 生樹の個体分布図

第 7図は、以 11の実面積、果実の形態調査、粘油成分の分析結果を組み合わせて作成 した個体分布

図である。笑生の特徴として ミカン、ダイダイ、ブンタンタイプに分類でき、その変異幅が明らかと

なった。

イヨカンは佃発笑生で、その親が明らかでないことはよく知られている。岩政
1)によるとミカン×

オレンジのタンゴール、高木
6)によるとミカン×ブンタンのタンジェロに分類されるとあるが確かな

ものではない。タンゴールであるという説は、歳近になってイヨカンの発見当時にオレンジが日本で

栽培されていなかったことから疑問祝されている。

そこで、本研究では、イヨカンの交雑親の推定を行 う目的で、1980年に播種 した
`宮

内
'イ ヨの白

然交雑実生構を用いて、その変異幅を推定 し、その規の形質がどの様に遺伝されているか、またどの

様に変異 しているかを調41‐した。調査する Lで、池田
2,3)ゃ

筆者ら1'5)によって遺伝的な形質をよく

察考
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示すとり]らかにされた粘油成分の分析を行った。また、カンキツ類の育種 11の問題点である交雑実生

のi干期選抜に精油成分が有効であるという報告は池田ら4)によってなされているが、それを利用して

優良栽培1枯種の早期発見を行 うためのデータを得るための調査を行った。
`宮

内
'イ ヨの自然交雑実生樹の諸形質からミカン、ダイダイ、ブンタンの間での変異が推定でき

た。実生の形態的特徴、GCに よる粘油成分の分析結果から判断して、イヨカンはウンシュウ、ダイ

ダイ、ナツダイダイ、ハッサクのいずれかが偶発的に交配されて生 じたものと推定できる。しかし、

この点についてはさらに検討を加える必要がある。

また、棄の粘油成分の分析による実生の形質は 1年生実生では判別できないが、 3年 生以後のもの

で半じ別1可能であることも明らかとなった。

摘   要

27本の "斉
内

'イ ヨの自然交雑実生を用いて、それらの諸形質の変異幅を明らかに し、イヨカンの

交雑親の推定をするとともに優良栽培品種を早期に半J別する方法の基礎的なデータを得る日的で木夫

験を行った。

(1)自 然交雑実生樹に結実した果実の多くで可溶性固形物含量と酸含量がともに高い傾向を示 した。

(2)実 生樹に結実 した呆実はその形態調査から、ウンシュウ、ポンカン、ダイダイ、イヨカン、ハッ

サク、ブンタンのタイプに分類できた。

(3)自 然交雑実生樹の実面積を淑」定 した結果、突面積の小さな樹の果実はポンカン、アンコールと同

様の小さな果実が、業由i積の大きな樹からはハッサク、ブンタンと同様な大きな呆笑が得られた。

(4)自 然交雑実生樹の英の精油成分を分析 した結果、ウンシュウ、ダイダイ、イヨカン、ハッサクの

タイプに分類できた。

(5)イ ヨカンの果皮の精油成分を分析 したところ、ウンシュウ、ハッサクに類似 していた。

(6)自 然交雑実生から得られた果実の種子を再度播種 して得られた 1年生実生と普通イヨの 3年 41実

生の夫の精油成分を比較すると、 1年 生実生においては主にリモネンが検出されただけであった

が、 3年 生実′十二では判別可能なクロマ トグラムが得られた。

(7)調 査結果を総合して分類図を作成 し、自然交雑実生樹の諸形質の変異幅を推定 した。
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S u m r r l a r y

By employing 27 seedlings originated froln open pollination of`MIiyauchi'lyo(Cケ サ″″S'ノο hort ex

Tanaka), 、ve exalnined their morphological variations in order to clarify the parentage of `Iyo',

which is believed to have been found in 1887 as a chance seedling of unkno、
vn parentage in

Yamaguchi Prefecture Both total s01uble solids(TSS)COntent and titratable acidity in fruit from

many seedlings seemed shghtly higher than those of【 Miyauchi' lyo fruit Fruit characteristics

、vere so diVersified that satsuma, ponkan, lyo, sour orange, Hassaku and pulnlnelo types 、
v ere

observed The leaF area of seedlings 、 vas closely related to fruit size, trees vヽith iarge leaves

prOduced large fruit like Hassaku and pLlrnrnelo but those with small leaves sma1l ones like

pOnkan and ancore By gas chromatographic analysis of essential olls in leaves and flavedo, the

seedhngs ヽハ′ere divided into four types including satstlma, sour orange, iyo and Hassaku

Chromatogram patterns of iyo peels 、 vere very sirnilar to those of satsuma and Hassaku Only

lirnonene wVas dctected in leaves of one―year―old seedlings but several olls 、vere distinguished in

three―year―old seedlings Taken together, vFe classified the `心
ブIiyauchi' iyo seedlings into three

typesi satsuma, sour orange and pummelo
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